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令和元年 7月 19日（金）
発行 八戸市立第二中学校

電話 ２２－２２９７

平成から令和へ！ 1学期無事終了

４月８日に、９７名の新入生を迎え、２７８名でスタートした今学期ですが、４名の仲間が増えて

現在２８２名になりました。５月には、元号が「令和」に改元され、新しい時代になったこの１学期

ですが、大きな事故や非行もなく今日を迎えられたことを大変嬉しく思います。

この１学期は、授業日で６８日、休みの日も入れると１０３日ありましたが、市中体夏季大会、修

学旅行、グッジョブ、農業体験などの行事や、普段の学校生活を見ても、どの学年も大きく成長でき

たと感じています。

各学年、各学級、そして一人一人が、一学期をしっかり振り返り、今後の見通しを立ててほしいと

思います。「振り返りをする」、「見通しを立てる」ということが、今年度、春からお話ししている「主

体性を身に付ける」ということにつながります。ぜひ、「振り返りをする」「見通しを立てる」とい

うことを大切にしてほしいと思います。

さて、明日から３３日間の夏休みが始まりますが、生徒の皆さんに、３つのことを意識して生活し

てほしいと思っています。

まずは、いのち最優先です。交通事故や水の事故にあわない、余計なトラブルに巻き込まれないよ

うに、いのち最優先で生活してください。万が一、大きな災害が発生しても、「自分の命は自分で守

る」という強い意志をもって行動してください。

二つ目は、最低限やるべきことは必ずやることです。最低限やるべきことというのは、早寝早起き

などの生活習慣、宿題、学習会や部活動への参加などのことです。１学期にこの最低限やるべきこと

がうまくできていない生徒が少数ですが見られました。夏休みは気が緩みがちになりますが、最低限

やるべきことは必ずやってください。

そして三つ目は、普段なかなかできないこと、夏休みでなければできないようなことにぜひ挑戦し

てください。この夏休みを「挑戦する夏休み」にしてください。今年は、主体性を身に付けることが

みなさんの目標です。主体性とは、何をするかを自分で考えて、決めて、そして行動するということ

です。この夏休みは、主体性を伸ばす絶好のチャンスです。何に挑戦するか皆さん自身に考えてほし

いと思います。ただ、何となく過ごすのではなく、ぜひこの夏休みは目標をしっかりもって有意義な

生活をしてください。「いのち最優先」「最低限やるべきこと必ずやる」「主体的に挑戦する夏休みに

する」、この３つを意識して過ごしてください。

それでは、２学期の始業式にたくましく成長した皆さんに会えるのを楽しみにしています。

の行事予定

20(土) 夏季休業～8/21 25(日) 体育祭（弁当）

26(金) 吹奏楽コンクール県大会 26(月)・27(火) 振替休業

１(木) １年三社大祭奉仕活動 28(水) ２年県学習状況調査

２(金) ２年 〃

３(日) ３年 〃 ※ 8/13・14は、市内小・中学校が閉庁日

17(土) 草取り作業 となります。職員が学校に不在となりま

21(水) 全校出校日（弁当） すので、緊急時には八戸市教育委員会に

22(木) ２学期始業式 御連絡ください。

24(土) 体育祭予行（弁当）


